
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

数学Ｃ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 16

態

数学 数学Ｃ
数学 数学Ｃ 2

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，数学的な表現の工夫について認識
を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則や
その図形的な意味を考察する力，図形や図形の
構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的
に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数研出版　新編数学Ｃ

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

１
学
期

第１章：平面上のベクトル
○有向線分を用いたベクトルの定
義や表し方を理解している。
○ベクトルの相等や逆ベクトルの
定義を理解し，図の中から探すこ
とができる。
○ベクトルの和の定義を理解し，
それを図示できる。
○ベクトルの和の計算ができる。
○ベクトルの差の定義を理解し，
それを図示できる。
○ベクトルの実数倍の定義を理解
し，式で表現できる。
○ベクトルの実数倍の性質をもと
に，ベクトルの演算ができる。
○ベクトルの平行条件を理解し，
平行なベクトルを求めることがで
きる。
○有向線分で表されたベクトル
を，2つのベクトルの和，差に表現
できる。
○ベクトルの成分表示の仕組みを
理解し，具体的なベクトルを成分
表示できる。また，そのベクトル
の大きさを求めることができる。
○成分表示されたベクトルの和，
差，実数倍の計算ができる。
○点の座標とベクトルの成分の関
係を理解し，2点で定められるベク
トルを成分表示できる。
○内積が実数であることを理解し
ている。
○ベクトルの内積の定義を理解
し，内積を求めることができる。
○成分表示されたベクトルの内積
を求めることができる。
○成分表示された2つのベクトルの
なす角を，内積を用いて求めるこ
とができる。
○ベクトルの垂直条件を理解し，
成分を定めることができる。
○三角形の面積がベクトルを用い
て求められることを理解し，座標
平面上の三角形の面積を求めるこ
とができる。
○点の位置を，基準となる点と1つ
のベクトルを用いて表すことがで
きることを理解している。
○ベクトルを点の位置ベクトルで
表すことができる。
○内分点，外分点の位置ベクトル
を求めることができる。
○三角形の重心の位置ベクトルを
表す公式を理解している。
○線分の内分点・外分点を位置ベ
クトルで表す公式を，実際の図形
に適用できる。
○直線のベクトル方程式につい
て，媒介変数を用いて表すことが
できる。
○通る1点と法線ベクトルから直線
が定まることを理解し，具体的に
直線の方程式を求めることができ
る。

第１節：ベクトルとその演算
　ベクトル
　ベクトルの演算
　ベクトルの成分
　ベクトルの内積
第２節：ベクトルと平面図形
　位置ベクトル
　ベクトルの図形への応用
　図形のベクトルによる表示

【知識・技能】
①有向線分を用いたベクトルの定義や表し方
を理解し，ベクトルの相等や逆ベクトルの定
義を理解し，図の中から探すことができる。
②ベクトルの和，差，実数倍の定義を理解
し，それを図示できる。また，ベクトルの
和，差，実数倍の計算ができる。
③ベクトルの平行条件を理解し，平行なベク
トルを求めることができる。
④有向線分で表されたベクトルを，2つのベ
クトルの和，差に表現できる。
⑤ベクトルの成分表示の仕組みを理解し，具
体的なベクトルを成分表示できる。また，そ
のベクトルの大きさを求めることができる。
⑥成分表示されたベクトルの和，差，実数倍
の計算ができる。
⑦点の座標とベクトルの成分の関係を理解
し，2点で定められるベクトルを成分表示で
きる。
⑧ベクトルの内積の定義を理解し，内積を求
めたり，成分表示されたベクトルの内積を求
めたりすることができる。
⑨成分表示された2つのベクトルのなす角
を，内積を用いて求めることができる。
⑩ベクトルの垂直条件を理解し，成分を定め
ることができる。
⑪三角形の面積がベクトルを用いて求められ
ることを理解し，座標平面上の三角形の面積
を求めることができる。
⑫点の位置を，基準となる点と1つのベクト
ルを用いて表すことができることを理解し，
ベクトルを点の位置ベクトルで表すことがで
きる。
⑬内分点，外分点の位置ベクトルを求めるこ
とができる。三角形の重心の位置ベクトルを
表す公式を理解している。
⑭線分の内分点・外分点を位置ベクトルで表
す公式を，実際の図形に適用できる。
⑮直線のベクトル方程式について，媒介変数
を用いて表すことができる。
⑯通る1点と法線ベクトルから直線が定まる
ことを理解し，具体的に直線の方程式を求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
①ベクトルの和，差，実数倍の定義をもと
に，それらを組み合わせたベクトルの図示が
できる。
②ベクトルの平行条件を成分表示にも適用
し，成分を定めることができる。
③点の座標とベクトルの成分の関係を，座標
平面上の図形の問題に活用できる。
④ベクトルの垂直条件を活用して，与えられ
たベクトルに垂直なベクトルを求めることが
できる。
⑤内積の性質を用いて，等式を証明したり，
ベクトルの大きさやなす角を求めたりするこ
とができる。
⑥位置ベクトルを活用して，図形の性質が考
察できる。
⑦位置ベクトルを活用して，3点が一直線上
にあることを証明したり，ベクトルの内積を
活用して，図形の性質を証明したりできる。
⑧位置ベクトルの一意性を活用して，線分の
交点の位置ベクトルを求めることができる。
⑨点が線分AB上に存在する条件を活用して，
点Pの存在範囲を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①日常の量で，向きと大きさをもつものがあ
ることに興味をもち，それをベクトルで表現
しようとする。
②ベクトルの演算に興味をもち，数式の演算
法則との類似点を考察しようとする。
③成分表示されたベクトルの演算法則を，ベ
クトルの演算法則から導き出そうとする。
④ベクトルの内積のもつ図形的な意味を探ろ
うとする。
⑤内積の性質を，既習の知識を用いて証明し
ようとする。
⑥三角形の面積が内積で表されることに興
味・関心をもち，問題解決に利用しようとす
る。
⑦線分ABをm：nに内分する点の位置ベクトル
を求める過程を参考に，m：nに外分する点の
位置ベクトルを，mとnの大小関係に関わらず
自ら求めようとする。
⑧様々な図形の考察にベクトルを活用しよう
とする。
⑨ベクトルを用いて円の性質を考察する意欲
がある。
⑩直線のベクトル方程式を積極的に活用しよ
うとする。

○
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第２章：空間上のベクトル
○空間における点の表し方を理解
し，座標平面や座標軸，原点に関
して対称な点の座標を求めること
ができる。
○空間の点と原点との距離が求め
られるようになる。
○空間図形の中で，等しいベクト
ルや逆ベクトルを探すことができ
る。
○空間図形において，ベクトルの
和や差を考えることができる。
○平行六面体におけるベクトル
を，和の形に表すことができる。
○ベクトルの成分表示について，
平面上のベクトルの拡張になって
いることを理解し，ベクトルが等
しくなるように成分を定めたり，
成分表示されたベクトルの大きさ
を求めたりすることができる。
○成分表示された空間のベクトル
の演算ができる。
○座標空間の2点で定められるベク
トルを成分表示できる。
○空間のベクトルの内積や，成分
表示された2つのベクトルのなす角
を求めることができる。
○平面上のベクトルの内積の性質
は，空間においても同様に成り立
つことを理解している。
○位置ベクトルの定義や内分点な
どの位置ベクトルが平面上のベク
トルの場合と同じであることを理
解している。
○位置ベクトルの一意性を活用し
て，直線と平面の交点の位置ベク
トルを求めることができる。
○ベクトルの内積を活用して，図
形の性質を証明できる。
○座標空間における2点間の距離や
線分の内分点，外分点の座標，三
角形の重心の座標が求められる。
○座標平面に平行な平面や，座標
軸に垂直な平面の方程式が求めら
れるようになる。
○いろいろな球面の方程式が求め
られる。

空間の点
空間のベクトル
ベクトルの成分
ベクトルの内積
ベクトルの図形への応用
座標空間における図形

【知識・技能】
①空間における点の表し方を理解し，座標平
面や座標軸，原点に関して対称な点の座標を
求めることができる。
②空間の点と原点との距離が求められるよう
になる。
③空間図形の中で，等しいベクトルや逆ベク
トルを探すことができる。
④空間図形において，ベクトルの和や差を考
えることができる。
⑤ベクトルの成分表示について，平面上のベ
クトルの拡張になっていることを理解し，ベ
クトルが等しくなるように成分を定めたり，
成分表示されたベクトルの大きさを求めたり
することができる。
⑥成分表示された空間のベクトルの演算がで
きる。
⑦座標空間の2点で定められるベクトルを成
分表示できる。
⑧平面上のベクトルの内積の性質は，空間に
おいても同様に成り立つことを理解し，空間
のベクトルの内積や，成分表示された2つの
ベクトルのなす角を求めることができる。
⑨位置ベクトルの定義や内分点などの位置ベ
クトルが平面上のベクトルの場合と同じであ
ることを理解している。
⑩位置ベクトルの一意性を活用して，直線と
平面の交点の位置ベクトルを求めることがで
きる。
⑪ベクトルの内積を活用して，図形の性質を
証明できる。
⑫座標空間における2点間の距離や線分の内
分点，外分点の座標，三角形の重心の座標が
求められる。
⑬座標平面に平行な平面や，座標軸に垂直な
平面の方程式が求められるようになる。
⑭いろいろな球面の方程式が求められる。
【思考・判断・表現】
①空間のベクトルが3つのベクトルの線形和
で1通りに表される理由について，平面上の
ベクトルが2つのベクトルの線形和で1通りに
表されることから説明できる。
②座標空間の3点で定まる角の大きさを，ベ
クトルを活用して求めることができる。
③ベクトルの垂直条件を活用して，与えられ
たベクトルに垂直なベクトルを求めることが
できる。
④空間における図形を，1つの頂点に関する
位置ベクトルで考察できる。
⑤球面と平面が交わってできる図形を，連立
方程式の解の集合として考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①座標空間における点の表し方を，座標平面
における点の表し方の拡張として捉えようと
する。
②平面上のベクトルの性質などが空間でも成
り立つことから，ベクトルの定義が次元によ
らないことに興味をもつ。
③空間のベクトルの成分表示について，平面
上のベクトルの成分表示の拡張として捉えよ
うとする。
④平面上のベクトルの内積の性質が空間でも
成り立つことから，内積の定義が次元によら
ないことに興味をもつ。
⑤四面体の重心に興味をもち，その性質を位
置ベクトルで考察しようとする。
⑥3点が定める平面上の点の位置ベクトルを
一般的に考察し，その結果を利用しようとす
る。
⑦座標平面上の図形の方程式について改めて
正しく理解し，座標空間についても同じ考え
方で図形の方程式について考察しようとす
る。
⑧球面の方程式に興味をもち，一般的な考察
をしようとする。

○
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第１章：平面上のベクトル
○有向線分を用いたベクトルの定
義や表し方を理解している。
○ベクトルの相等や逆ベクトルの
定義を理解し，図の中から探すこ
とができる。
○ベクトルの和の定義を理解し，
それを図示できる。
○ベクトルの和の計算ができる。
○ベクトルの差の定義を理解し，
それを図示できる。
○ベクトルの実数倍の定義を理解
し，式で表現できる。
○ベクトルの実数倍の性質をもと
に，ベクトルの演算ができる。
○ベクトルの平行条件を理解し，
平行なベクトルを求めることがで
きる。
○有向線分で表されたベクトル
を，2つのベクトルの和，差に表現
できる。
○ベクトルの成分表示の仕組みを
理解し，具体的なベクトルを成分
表示できる。また，そのベクトル
の大きさを求めることができる。
○成分表示されたベクトルの和，
差，実数倍の計算ができる。
○点の座標とベクトルの成分の関
係を理解し，2点で定められるベク
トルを成分表示できる。
○内積が実数であることを理解し
ている。
○ベクトルの内積の定義を理解
し，内積を求めることができる。
○成分表示されたベクトルの内積
を求めることができる。
○成分表示された2つのベクトルの
なす角を，内積を用いて求めるこ
とができる。
○ベクトルの垂直条件を理解し，
成分を定めることができる。
○三角形の面積がベクトルを用い
て求められることを理解し，座標
平面上の三角形の面積を求めるこ
とができる。
○点の位置を，基準となる点と1つ
のベクトルを用いて表すことがで
きることを理解している。
○ベクトルを点の位置ベクトルで
表すことができる。
○内分点，外分点の位置ベクトル
を求めることができる。
○三角形の重心の位置ベクトルを
表す公式を理解している。
○線分の内分点・外分点を位置ベ
クトルで表す公式を，実際の図形
に適用できる。
○直線のベクトル方程式につい
て，媒介変数を用いて表すことが
できる。
○通る1点と法線ベクトルから直線
が定まることを理解し，具体的に
直線の方程式を求めることができ
る。

第１節：ベクトルとその演算
　ベクトル
　ベクトルの演算
　ベクトルの成分
　ベクトルの内積
第２節：ベクトルと平面図形
　位置ベクトル
　ベクトルの図形への応用
　図形のベクトルによる表示

【知識・技能】
①有向線分を用いたベクトルの定義や表し方
を理解し，ベクトルの相等や逆ベクトルの定
義を理解し，図の中から探すことができる。
②ベクトルの和，差，実数倍の定義を理解
し，それを図示できる。また，ベクトルの
和，差，実数倍の計算ができる。
③ベクトルの平行条件を理解し，平行なベク
トルを求めることができる。
④有向線分で表されたベクトルを，2つのベ
クトルの和，差に表現できる。
⑤ベクトルの成分表示の仕組みを理解し，具
体的なベクトルを成分表示できる。また，そ
のベクトルの大きさを求めることができる。
⑥成分表示されたベクトルの和，差，実数倍
の計算ができる。
⑦点の座標とベクトルの成分の関係を理解
し，2点で定められるベクトルを成分表示で
きる。
⑧ベクトルの内積の定義を理解し，内積を求
めたり，成分表示されたベクトルの内積を求
めたりすることができる。
⑨成分表示された2つのベクトルのなす角
を，内積を用いて求めることができる。
⑩ベクトルの垂直条件を理解し，成分を定め
ることができる。
⑪三角形の面積がベクトルを用いて求められ
ることを理解し，座標平面上の三角形の面積
を求めることができる。
⑫点の位置を，基準となる点と1つのベクト
ルを用いて表すことができることを理解し，
ベクトルを点の位置ベクトルで表すことがで
きる。
⑬内分点，外分点の位置ベクトルを求めるこ
とができる。三角形の重心の位置ベクトルを
表す公式を理解している。
⑭線分の内分点・外分点を位置ベクトルで表
す公式を，実際の図形に適用できる。
⑮直線のベクトル方程式について，媒介変数
を用いて表すことができる。
⑯通る1点と法線ベクトルから直線が定まる
ことを理解し，具体的に直線の方程式を求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
①ベクトルの和，差，実数倍の定義をもと
に，それらを組み合わせたベクトルの図示が
できる。
②ベクトルの平行条件を成分表示にも適用
し，成分を定めることができる。
③点の座標とベクトルの成分の関係を，座標
平面上の図形の問題に活用できる。
④ベクトルの垂直条件を活用して，与えられ
たベクトルに垂直なベクトルを求めることが
できる。
⑤内積の性質を用いて，等式を証明したり，
ベクトルの大きさやなす角を求めたりするこ
とができる。
⑥位置ベクトルを活用して，図形の性質が考
察できる。
⑦位置ベクトルを活用して，3点が一直線上
にあることを証明したり，ベクトルの内積を
活用して，図形の性質を証明したりできる。
⑧位置ベクトルの一意性を活用して，線分の
交点の位置ベクトルを求めることができる。
⑨点が線分AB上に存在する条件を活用して，
点Pの存在範囲を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①日常の量で，向きと大きさをもつものがあ
ることに興味をもち，それをベクトルで表現
しようとする。
②ベクトルの演算に興味をもち，数式の演算
法則との類似点を考察しようとする。
③成分表示されたベクトルの演算法則を，ベ
クトルの演算法則から導き出そうとする。
④ベクトルの内積のもつ図形的な意味を探ろ
うとする。
⑤内積の性質を，既習の知識を用いて証明し
ようとする。
⑥三角形の面積が内積で表されることに興
味・関心をもち，問題解決に利用しようとす
る。
⑦線分ABをm：nに内分する点の位置ベクトル
を求める過程を参考に，m：nに外分する点の
位置ベクトルを，mとnの大小関係に関わらず
自ら求めようとする。
⑧様々な図形の考察にベクトルを活用しよう
とする。
⑨ベクトルを用いて円の性質を考察する意欲
がある。
⑩直線のベクトル方程式を積極的に活用しよ
うとする。

○
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第３章：複素数平面
○1つの複素数が複素数平面上で1
つの点を表すことを理解し，点を
複素数平面上に表すことができ
る。
○共役複素数を求めることができ
る。
○複素数平面上で，実軸，原点，
虚軸に関して対称な点を表す複素
数が，もとの複素数に対してどの
ような数であるか，理解してい
る。
○共役複素数の図形的意味を理解
し，zが実数であるための必要十分
条件，zが純虚数であるための必要
十分条件を理解している。
○複素数の絶対値と複素数平面上
の2点間の距離を求めることができ
る。
○複素数の和，差，実数倍を計算
することができる。
○複素数の極形式について理解
し，複素数を極形式で表すことが
できる。
○複素数の積，商の絶対値，偏角
の性質を理解し，それらを求める
ことができる。
○複素数の積や商が複素数平面上
で何を表すか理解している。
○複素数の極形式について理解
し，複素数を極形式で表すことが
できる。
○複素数の積，商の絶対値，偏角
の性質を理解し，それらを求める
ことができる。
○複素数の積や商が複素数平面上
で何を表すか理解している。
○線分の内分点や外分点を表す複
素数を求めることができる。
○複素数の方程式について，その
意味を考えたり計算したりするこ
とで，表す図形を求めることがで
きる。
○原点以外の点を中心として回転
した点を表す複素数を求めること
ができる。
○複素数平面上で半直線のなす角
を求めることができる。
○複素数平面上で3点が一直線上に
ある条件や2直線が垂直に交わる条
件を理解し，利用することができ
る。

複素数平面
複素数の極形式
ド・モアブルの定理
複素数と図形

【知識・技能】
①1つの複素数が複素数平面上で1つの点を表
すことを理解し，点を複素数平面上に表し，
共役複素数を求めることができる。
②複素数平面上で，実軸，原点，虚軸に関し
て対称な点を表す複素数が，もとの複素数に
対してどのような数であるか，理解してい
る。
③共役複素数の図形的意味を理解し，zが実
数であるための必要十分条件，zが純虚数で
あるための必要十分条件を理解している。
④複素数の絶対値と複素数平面上の2点間の
距離を求めることができる。
⑤複素数の和，差，実数倍を計算することが
できる。
⑥複素数の極形式について理解し，複素数を
極形式で表すことができる。
⑦複素数の積，商の絶対値，偏角の性質を理
解し，それらを求めることができる。
⑧複素数の積や商が複素数平面上で何を表す
か理解している。
⑨ド・モアブルの定理を理解し，複素数のn
乗を求めることができる。
⑩線分の内分点や外分点を表す複素数を求め
たり，原点以外の点を中心として回転した点
を表す複素数を求めたりすることができる。
⑪複素数の方程式について，その意味を考え
たり計算したりすることで，表す図形を求め
ることができる。
⑫複素数平面上で半直線のなす角を求めるこ
とができる。
⑬複素数平面上で3点が一直線上にある条件
や2直線が垂直に交わる条件を理解し，利用
することができる。
【思考・判断・表現】
①複素数の絶対値の定義および図形的意味を
理解し，説明できる。
②複素数の和，差，実数倍の，複素数平面に
おける図形的意味を理解し，説明できる。
③共役複素数の性質を理解し，また，それら
を証明問題に利用することができる。
④共役複素数や－zなどを極形式でどのよう
に表すか，その定義から考察できる。
⑤複素数のn乗根がちょうどn個存在すること
を，極形式を用いて考察できる。
⑥1のn乗根の求め方をもとに，一般の複素数
のn乗根を求めることができる。
⑦線分の内分点を表す複素数を活用して，三
角形の重心を表す複素数を求めることができ
る。
⑧点zと連動して動く点wが描く図形につい
て，その式の意味も含めて考察したり説明し
たりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①複素数平面の定義から，複素数の和，差や
実数倍が複素数平面上で何を意味するか自ら
考察しようとする。
②複素数zが実数や純虚数になる条件につい
て，様々な方法で考察しようとする。
③複素数がa＋biとは別の形で表せることに
興味をもち，それらの違いや共通点を自ら見
出そうとする。
④極形式の有用性を理解し，複素数の乗法の
図形的意味を理解しようとする。
⑤複素数の積の図形的な意味から，ド・モア
ブルの定理を自ら見出したり証明したりしよ
うとする。
⑥複素数のn乗根を複素数平面上で図示し，
その特徴を見出そうとする。
⑦図形の問題を，複素数の演算の図形的意味
を用いて積極的に考察しようとする。
⑧複素数の方程式が表す図形について，複素
数をx＋yiとおくなどして，複数の方法で考
察しようとする。

○ ○ ○ 12
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第２章：空間上のベクトル
○空間における点の表し方を理解
し，座標平面や座標軸，原点に関
して対称な点の座標を求めること
ができる。
○空間の点と原点との距離が求め
られるようになる。
○空間図形の中で，等しいベクト
ルや逆ベクトルを探すことができ
る。
○空間図形において，ベクトルの
和や差を考えることができる。
○平行六面体におけるベクトル
を，和の形に表すことができる。
○ベクトルの成分表示について，
平面上のベクトルの拡張になって
いることを理解し，ベクトルが等
しくなるように成分を定めたり，
成分表示されたベクトルの大きさ
を求めたりすることができる。
○成分表示された空間のベクトル
の演算ができる。
○座標空間の2点で定められるベク
トルを成分表示できる。
○空間のベクトルの内積や，成分
表示された2つのベクトルのなす角
を求めることができる。
○平面上のベクトルの内積の性質
は，空間においても同様に成り立
つことを理解している。
○位置ベクトルの定義や内分点な
どの位置ベクトルが平面上のベク
トルの場合と同じであることを理
解している。
○位置ベクトルの一意性を活用し
て，直線と平面の交点の位置ベク
トルを求めることができる。
○ベクトルの内積を活用して，図
形の性質を証明できる。
○座標空間における2点間の距離や
線分の内分点，外分点の座標，三
角形の重心の座標が求められる。
○座標平面に平行な平面や，座標
軸に垂直な平面の方程式が求めら
れるようになる。
○いろいろな球面の方程式が求め
られる。

空間の点
空間のベクトル
ベクトルの成分
ベクトルの内積
ベクトルの図形への応用
座標空間における図形

【知識・技能】
①空間における点の表し方を理解し，座標平
面や座標軸，原点に関して対称な点の座標を
求めることができる。
②空間の点と原点との距離が求められるよう
になる。
③空間図形の中で，等しいベクトルや逆ベク
トルを探すことができる。
④空間図形において，ベクトルの和や差を考
えることができる。
⑤ベクトルの成分表示について，平面上のベ
クトルの拡張になっていることを理解し，ベ
クトルが等しくなるように成分を定めたり，
成分表示されたベクトルの大きさを求めたり
することができる。
⑥成分表示された空間のベクトルの演算がで
きる。
⑦座標空間の2点で定められるベクトルを成
分表示できる。
⑧平面上のベクトルの内積の性質は，空間に
おいても同様に成り立つことを理解し，空間
のベクトルの内積や，成分表示された2つの
ベクトルのなす角を求めることができる。
⑨位置ベクトルの定義や内分点などの位置ベ
クトルが平面上のベクトルの場合と同じであ
ることを理解している。
⑩位置ベクトルの一意性を活用して，直線と
平面の交点の位置ベクトルを求めることがで
きる。
⑪ベクトルの内積を活用して，図形の性質を
証明できる。
⑫座標空間における2点間の距離や線分の内
分点，外分点の座標，三角形の重心の座標が
求められる。
⑬座標平面に平行な平面や，座標軸に垂直な
平面の方程式が求められるようになる。
⑭いろいろな球面の方程式が求められる。
【思考・判断・表現】
①空間のベクトルが3つのベクトルの線形和
で1通りに表される理由について，平面上の
ベクトルが2つのベクトルの線形和で1通りに
表されることから説明できる。
②座標空間の3点で定まる角の大きさを，ベ
クトルを活用して求めることができる。
③ベクトルの垂直条件を活用して，与えられ
たベクトルに垂直なベクトルを求めることが
できる。
④空間における図形を，1つの頂点に関する
位置ベクトルで考察できる。
⑤球面と平面が交わってできる図形を，連立
方程式の解の集合として考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①座標空間における点の表し方を，座標平面
における点の表し方の拡張として捉えようと
する。
②平面上のベクトルの性質などが空間でも成
り立つことから，ベクトルの定義が次元によ
らないことに興味をもつ。
③空間のベクトルの成分表示について，平面
上のベクトルの成分表示の拡張として捉えよ
うとする。
④平面上のベクトルの内積の性質が空間でも
成り立つことから，内積の定義が次元によら
ないことに興味をもつ。
⑤四面体の重心に興味をもち，その性質を位
置ベクトルで考察しようとする。
⑥3点が定める平面上の点の位置ベクトルを
一般的に考察し，その結果を利用しようとす
る。
⑦座標平面上の図形の方程式について改めて
正しく理解し，座標空間についても同じ考え
方で図形の方程式について考察しようとす
る。
⑧球面の方程式に興味をもち，一般的な考察
をしようとする。

○

1定期考査 ○ ○
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第３章：複素数平面
○1つの複素数が複素数平面上で1
つの点を表すことを理解し，点を
複素数平面上に表すことができ
る。
○共役複素数を求めることができ
る。
○複素数平面上で，実軸，原点，
虚軸に関して対称な点を表す複素
数が，もとの複素数に対してどの
ような数であるか，理解してい
る。
○共役複素数の図形的意味を理解
し，zが実数であるための必要十分
条件，zが純虚数であるための必要
十分条件を理解している。
○複素数の絶対値と複素数平面上
の2点間の距離を求めることができ
る。
○複素数の和，差，実数倍を計算
することができる。
○複素数の極形式について理解
し，複素数を極形式で表すことが
できる。
○複素数の積，商の絶対値，偏角
の性質を理解し，それらを求める
ことができる。
○複素数の積や商が複素数平面上
で何を表すか理解している。
○複素数の極形式について理解
し，複素数を極形式で表すことが
できる。
○複素数の積，商の絶対値，偏角
の性質を理解し，それらを求める
ことができる。
○複素数の積や商が複素数平面上
で何を表すか理解している。
○線分の内分点や外分点を表す複
素数を求めることができる。
○複素数の方程式について，その
意味を考えたり計算したりするこ
とで，表す図形を求めることがで
きる。
○原点以外の点を中心として回転
した点を表す複素数を求めること
ができる。
○複素数平面上で半直線のなす角
を求めることができる。
○複素数平面上で3点が一直線上に
ある条件や2直線が垂直に交わる条
件を理解し，利用することができ
る。

複素数平面
複素数の極形式
ド・モアブルの定理
複素数と図形

【知識・技能】
①1つの複素数が複素数平面上で1つの点を表
すことを理解し，点を複素数平面上に表し，
共役複素数を求めることができる。
②複素数平面上で，実軸，原点，虚軸に関し
て対称な点を表す複素数が，もとの複素数に
対してどのような数であるか，理解してい
る。
③共役複素数の図形的意味を理解し，zが実
数であるための必要十分条件，zが純虚数で
あるための必要十分条件を理解している。
④複素数の絶対値と複素数平面上の2点間の
距離を求めることができる。
⑤複素数の和，差，実数倍を計算することが
できる。
⑥複素数の極形式について理解し，複素数を
極形式で表すことができる。
⑦複素数の積，商の絶対値，偏角の性質を理
解し，それらを求めることができる。
⑧複素数の積や商が複素数平面上で何を表す
か理解している。
⑨ド・モアブルの定理を理解し，複素数のn
乗を求めることができる。
⑩線分の内分点や外分点を表す複素数を求め
たり，原点以外の点を中心として回転した点
を表す複素数を求めたりすることができる。
⑪複素数の方程式について，その意味を考え
たり計算したりすることで，表す図形を求め
ることができる。
⑫複素数平面上で半直線のなす角を求めるこ
とができる。
⑬複素数平面上で3点が一直線上にある条件
や2直線が垂直に交わる条件を理解し，利用
することができる。
【思考・判断・表現】
①複素数の絶対値の定義および図形的意味を
理解し，説明できる。
②複素数の和，差，実数倍の，複素数平面に
おける図形的意味を理解し，説明できる。
③共役複素数の性質を理解し，また，それら
を証明問題に利用することができる。
④共役複素数や－zなどを極形式でどのよう
に表すか，その定義から考察できる。
⑤複素数のn乗根がちょうどn個存在すること
を，極形式を用いて考察できる。
⑥1のn乗根の求め方をもとに，一般の複素数
のn乗根を求めることができる。
⑦線分の内分点を表す複素数を活用して，三
角形の重心を表す複素数を求めることができ
る。
⑧点zと連動して動く点wが描く図形につい
て，その式の意味も含めて考察したり説明し
たりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①複素数平面の定義から，複素数の和，差や
実数倍が複素数平面上で何を意味するか自ら
考察しようとする。
②複素数zが実数や純虚数になる条件につい
て，様々な方法で考察しようとする。
③複素数がa＋biとは別の形で表せることに
興味をもち，それらの違いや共通点を自ら見
出そうとする。
④極形式の有用性を理解し，複素数の乗法の
図形的意味を理解しようとする。
⑤複素数の積の図形的な意味から，ド・モア
ブルの定理を自ら見出したり証明したりしよ
うとする。
⑥複素数のn乗根を複素数平面上で図示し，
その特徴を見出そうとする。
⑦図形の問題を，複素数の演算の図形的意味
を用いて積極的に考察しようとする。
⑧複素数の方程式が表す図形について，複素
数をx＋yiとおくなどして，複数の方法で考
察しようとする。

○ ○ ○ 12
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第４章：式と曲線
○放物線が，焦点と準線からの距
離が等しい点の軌跡であることを
理解している。
○放物線の標準形について理解
し，放物線の概形をかいたり焦点
や準線を求めたりできる。また，
条件から放物線の方程式を求める
ことができる。
○y軸が軸となる放物線の概形をか
くことができる。
○楕円が，2つの焦点からの距離の
和が一定である点の軌跡であるこ
とを理解している。
○楕円の標準形について理解し，
楕円の概形をかいたり焦点や長
軸，短軸の長さを求めたりでき
る。
○焦点の座標などから，楕円の方
程式を求めることができる。
○焦点がy軸上にある楕円の概形を
かいたり，焦点や長軸，短軸の長
さを求めたりできる。
○楕円が，円を拡大，縮小した曲
線であることを理解している。
○双曲線が，2つの焦点からの距離
の差が一定である点の軌跡である
ことを理解している。
○双曲線の標準形について理解
し，双曲線の概形をかいたり焦点
や頂点，漸近線を求めたりでき
る。
○焦点の座標などから，双曲線の
方程式を求めることができる。
○直角双曲線の定義や方程式につ
いて理解している。
○焦点がy軸上にある双曲線の概形
をかいたり，焦点や頂点，漸近線
を求めたりできる。
○x，yの2次式を変形して，2次曲
線の概形を考えることができる。
○2次曲線の接線や接点を2次方程
式の実数解を利用して求めること
ができる。
○2次曲線の接線の方程式の一般形
について理解し，接点が与えられ
たときに接線を求めることができ
る。
○曲線が媒介変数を用いて表され
る仕組みを理解している。
○媒介変数表示された曲線の方程
式を求めることができる。
○放物線の頂点の軌跡を，媒介変
数を利用して求めることができ
る。
○円や楕円を媒介変数表示でき
る。
○双曲線を媒介変数表示できる。
○極座標による表示について理解
し，点の極座標を求めたり，極座
標が与えられた点の位置を求めた
りできる。
○点の座標について，直交座標と
極座標を相互に変換できる。
○円や直線を極方程式で表すこと
ができる。また，極方程式で表さ
れる曲線を図示することができ
る。
○平面上の曲線について，x，yの
方程式と極方程式を相互に変換で
きる。
○媒介変数表示された曲線や極方
程式で表される曲線を，コン
ピュータを用いて描くことができ
る。

第１節：２次曲線
　放物線
　楕円
　双曲線
　２次曲線の平行移動
　２次曲線と直線
第２節：媒介変数表示と極座標
　曲線の媒介変数表示
　極座標と極方程式
　コンピュータの利用

【知識・技能】
①放物線が，焦点と準線からの距離が等しい
点の軌跡であることを理解している。
②放物線の標準形について理解し，放物線の
概形をかいたり焦点や準線を求めたりでき
る。また，条件から放物線の方程式を求める
ことができる。
③y軸が軸となる放物線の概形をかくことが
できる。
④楕円が，2つの焦点からの距離の和が一定
である点の軌跡であることを理解している。
⑤楕円の標準形について理解し，楕円の概形
をかいたり焦点や長軸，短軸の長さを求めた
りできる。
⑥焦点の座標などから，楕円の方程式を求め
ることができる。
⑦焦点がy軸上にある楕円の概形をかいた
り，焦点や長軸，短軸の長さを求めたりでき
る。
⑧楕円が，円を拡大，縮小した曲線であるこ
とを理解している。
⑨双曲線が，2つの焦点からの距離の差が一
定である点の軌跡であることを理解してい
る。
⑩双曲線の標準形について理解し，双曲線の
概形をかいたり焦点や頂点，漸近線を求めた
りできる。
⑪焦点の座標などから，双曲線の方程式を求
めることができる。
⑫直角双曲線の定義や方程式について理解し
ている。
⑬焦点がy軸上にある双曲線の概形をかいた
り，焦点や頂点，漸近線を求めたりできる。
⑭x，yの2次式を変形して，2次曲線の概形を
考えることができる。
⑮2次曲線の接線や接点を2次方程式の実数解
を利用して求めることができる。
⑯2次曲線の接線の方程式の一般形について
理解し，接点が与えられたときに接線を求め
ることができる。
⑰曲線が媒介変数を用いて表される仕組みを
理解し，媒介変数表示された曲線の方程式を
求めることができる。
⑱放物線の頂点の軌跡を，媒介変数を利用し
て求めることができる。
⑲円や楕円，双曲線を媒介変数表できる。
⑳極座標による表示について理解し，点の極
座標を求めたり，極座標が与えられた点の位
置を求めたりできる。
㉑点の座標について，直交座標と極座標を相
互に変換できる。
㉒円や直線を極方程式で表すことができる。
また，極方程式で表される曲線を図示するこ
とができる。
㉓平面上の曲線について，x，yの方程式と極
方程式を相互に変換できる。
㉔○媒介変数表示された曲線や極方程式で表
される曲線を，コンピュータを用いて描くこ
とができる。
【思考・判断・表現】
①軌跡の考え方を用いて，放物線の方程式を
導くことができる。
②軌跡の考え方を用いて，楕円の方程式を導
くことができる。
③条件を満たす点の軌跡として，楕円の方程
式を求めることができる。
④軌跡の考え方を用いて，双曲線の方程式を
導くことができる。
⑤焦点がy軸上にある双曲線の方程式につい
て，焦点がx軸上にある双曲線をもとに考察
できる。
⑥曲線F(x－p，y－q)＝0は曲線
F(x，y)＝0を平行移動したものであることを
理解している。
⑦2次曲線と直線の共有点を連立方程式の解
と捉え，共有点の個数について考察できる。
⑧2次曲線と直線の接点を連立方程式の重解
と捉え，接線の方程式を求めることができ
る。
⑨条件から点の座標を1つの文字で表し，そ
れを曲線の媒介変数表示と捉えることで，そ
の点が描く曲線を求めることができる。
⑩媒介変数表示された曲線の平行移動につい
て，点の平行移動をもとに考察できる。
⑪直交座標と極座標の関係性を理解したうえ
で，点の座標や方程式を相互に変換すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①既知の円や放物線などの曲線を，条件を満
たす点の軌跡として捉えなおそうとする。
②焦点がy軸上にある楕円の方程式につい
て，焦点がx軸上にある楕円をもとに考察し
ようとする。
③双曲線の漸近線について，曲線が限りなく
近づくことを確かめようとする。
④複雑な2次曲線の方程式を変形することに
より，焦点や準線などを導こうとする。
⑤2次曲線を，離心率eと1との大小をもと
に，統一的に捉えようとする。
⑥曲線の媒介変数表示について，具体的に点
をプロットしていくことで，どのような曲線
か考察しようとする。
⑦双曲線の媒介変数表示について，具体的に
確かめようとする。
⑧サイクロイドについて，具体的な点をプ
ロットするなどして，媒介変数表示や曲線の
概形を考察しようとする。
⑨直交座標とは異なる方法で点の位置が表せ
ることに興味をもち，それらの違いや共通点
を自ら見出そうとする。
⑩直交座標と極座標の関係に興味・関心をも
ち，積極的に相互の関係を考察しようとす
る。
⑪2次曲線の極方程式について，離心率eと1
との大小をもとに，統一的に捉えようとす
る。
⑫媒介変数表示や極方程式で表された曲線を
コンピュータで描き，考察することに興味・
関心をもつ。

○ ○
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第４章：式と曲線
○放物線が，焦点と準線からの距
離が等しい点の軌跡であることを
理解している。
○放物線の標準形について理解
し，放物線の概形をかいたり焦点
や準線を求めたりできる。また，
条件から放物線の方程式を求める
ことができる。
○y軸が軸となる放物線の概形をか
くことができる。
○楕円が，2つの焦点からの距離の
和が一定である点の軌跡であるこ
とを理解している。
○楕円の標準形について理解し，
楕円の概形をかいたり焦点や長
軸，短軸の長さを求めたりでき
る。
○焦点の座標などから，楕円の方
程式を求めることができる。
○焦点がy軸上にある楕円の概形を
かいたり，焦点や長軸，短軸の長
さを求めたりできる。
○楕円が，円を拡大，縮小した曲
線であることを理解している。
○双曲線が，2つの焦点からの距離
の差が一定である点の軌跡である
ことを理解している。
○双曲線の標準形について理解
し，双曲線の概形をかいたり焦点
や頂点，漸近線を求めたりでき
る。
○焦点の座標などから，双曲線の
方程式を求めることができる。
○直角双曲線の定義や方程式につ
いて理解している。
○焦点がy軸上にある双曲線の概形
をかいたり，焦点や頂点，漸近線
を求めたりできる。
○x，yの2次式を変形して，2次曲
線の概形を考えることができる。
○2次曲線の接線や接点を2次方程
式の実数解を利用して求めること
ができる。
○2次曲線の接線の方程式の一般形
について理解し，接点が与えられ
たときに接線を求めることができ
る。
○曲線が媒介変数を用いて表され
る仕組みを理解している。
○媒介変数表示された曲線の方程
式を求めることができる。
○放物線の頂点の軌跡を，媒介変
数を利用して求めることができ
る。
○円や楕円を媒介変数表示でき
る。
○双曲線を媒介変数表示できる。
○極座標による表示について理解
し，点の極座標を求めたり，極座
標が与えられた点の位置を求めた
りできる。
○点の座標について，直交座標と
極座標を相互に変換できる。
○円や直線を極方程式で表すこと
ができる。また，極方程式で表さ
れる曲線を図示することができ
る。
○平面上の曲線について，x，yの
方程式と極方程式を相互に変換で
きる。
○媒介変数表示された曲線や極方
程式で表される曲線を，コン
ピュータを用いて描くことができ
る。

第１節：２次曲線
　放物線
　楕円
　双曲線
　２次曲線の平行移動
　２次曲線と直線
第２節：媒介変数表示と極座標
　曲線の媒介変数表示
　極座標と極方程式
　コンピュータの利用

【知識・技能】
①放物線が，焦点と準線からの距離が等しい
点の軌跡であることを理解している。
②放物線の標準形について理解し，放物線の
概形をかいたり焦点や準線を求めたりでき
る。また，条件から放物線の方程式を求める
ことができる。
③y軸が軸となる放物線の概形をかくことが
できる。
④楕円が，2つの焦点からの距離の和が一定
である点の軌跡であることを理解している。
⑤楕円の標準形について理解し，楕円の概形
をかいたり焦点や長軸，短軸の長さを求めた
りできる。
⑥焦点の座標などから，楕円の方程式を求め
ることができる。
⑦焦点がy軸上にある楕円の概形をかいた
り，焦点や長軸，短軸の長さを求めたりでき
る。
⑧楕円が，円を拡大，縮小した曲線であるこ
とを理解している。
⑨双曲線が，2つの焦点からの距離の差が一
定である点の軌跡であることを理解してい
る。
⑩双曲線の標準形について理解し，双曲線の
概形をかいたり焦点や頂点，漸近線を求めた
りできる。
⑪焦点の座標などから，双曲線の方程式を求
めることができる。
⑫直角双曲線の定義や方程式について理解し
ている。
⑬焦点がy軸上にある双曲線の概形をかいた
り，焦点や頂点，漸近線を求めたりできる。
⑭x，yの2次式を変形して，2次曲線の概形を
考えることができる。
⑮2次曲線の接線や接点を2次方程式の実数解
を利用して求めることができる。
⑯2次曲線の接線の方程式の一般形について
理解し，接点が与えられたときに接線を求め
ることができる。
⑰曲線が媒介変数を用いて表される仕組みを
理解し，媒介変数表示された曲線の方程式を
求めることができる。
⑱放物線の頂点の軌跡を，媒介変数を利用し
て求めることができる。
⑲円や楕円，双曲線を媒介変数表できる。
⑳極座標による表示について理解し，点の極
座標を求めたり，極座標が与えられた点の位
置を求めたりできる。
㉑点の座標について，直交座標と極座標を相
互に変換できる。
㉒円や直線を極方程式で表すことができる。
また，極方程式で表される曲線を図示するこ
とができる。
㉓平面上の曲線について，x，yの方程式と極
方程式を相互に変換できる。
㉔○媒介変数表示された曲線や極方程式で表
される曲線を，コンピュータを用いて描くこ
とができる。
【思考・判断・表現】
①軌跡の考え方を用いて，放物線の方程式を
導くことができる。
②軌跡の考え方を用いて，楕円の方程式を導
くことができる。
③条件を満たす点の軌跡として，楕円の方程
式を求めることができる。
④軌跡の考え方を用いて，双曲線の方程式を
導くことができる。
⑤焦点がy軸上にある双曲線の方程式につい
て，焦点がx軸上にある双曲線をもとに考察
できる。
⑥曲線F(x－p，y－q)＝0は曲線
F(x，y)＝0を平行移動したものであることを
理解している。
⑦2次曲線と直線の共有点を連立方程式の解
と捉え，共有点の個数について考察できる。
⑧2次曲線と直線の接点を連立方程式の重解
と捉え，接線の方程式を求めることができ
る。
⑨条件から点の座標を1つの文字で表し，そ
れを曲線の媒介変数表示と捉えることで，そ
の点が描く曲線を求めることができる。
⑩媒介変数表示された曲線の平行移動につい
て，点の平行移動をもとに考察できる。
⑪直交座標と極座標の関係性を理解したうえ
で，点の座標や方程式を相互に変換すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①既知の円や放物線などの曲線を，条件を満
たす点の軌跡として捉えなおそうとする。
②焦点がy軸上にある楕円の方程式につい
て，焦点がx軸上にある楕円をもとに考察し
ようとする。
③双曲線の漸近線について，曲線が限りなく
近づくことを確かめようとする。
④複雑な2次曲線の方程式を変形することに
より，焦点や準線などを導こうとする。
⑤2次曲線を，離心率eと1との大小をもと
に，統一的に捉えようとする。
⑥曲線の媒介変数表示について，具体的に点
をプロットしていくことで，どのような曲線
か考察しようとする。
⑦双曲線の媒介変数表示について，具体的に
確かめようとする。
⑧サイクロイドについて，具体的な点をプ
ロットするなどして，媒介変数表示や曲線の
概形を考察しようとする。
⑨直交座標とは異なる方法で点の位置が表せ
ることに興味をもち，それらの違いや共通点
を自ら見出そうとする。
⑩直交座標と極座標の関係に興味・関心をも
ち，積極的に相互の関係を考察しようとす
る。
⑪2次曲線の極方程式について，離心率eと1
との大小をもとに，統一的に捉えようとす
る。
⑫媒介変数表示や極方程式で表された曲線を
コンピュータで描き，考察することに興味・
関心をもつ。

○ ○


